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2025 年は巻頭言で言及されたように拘禁刑の開始の年であった。その意味で、2023 年 3月に当センター主催で
実施したシンポジウム「拘禁刑を考える」の内容を活字として刊行することができたのは何よりであった（12月 24
日発売、成文堂）。編集に当たられた城下裕二教授（北海道大学）、丸山泰弘教授（立正大学教授、当センター客員研
究員）には大変労苦をおかけした。記して感謝したい。各方面でご活用いただければ幸いである。昨年春に募集した
学生サポーターには多くの応募があった。新しい刑罰制度の始まる年に若い世代がこの国の刑事司法や刑務所のあり
方に関心を持って学びを深めていくことを期待している。
PD研究員の中根倫拓氏が教員ポストを得てセンターを巣立たれることになった。学生サポーターの指導やセンタ
ーの活動全般を支えて頂き感謝に絶えない。
来年はセンター創設１０周年を迎え節目の年となる。干支ではないが更に駆け上がる年としたい。（MI）


